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研究成果の概要（和文）：　これまで、エナメルマトリックデリバテｲブ（EMD）が歯周組織再生に有用なこと、適切な
メカニカルストレス（MS）は骨形成を促進することが報告されている。そこでビーグル成犬の両側下顎前臼歯近心に１
壁性骨欠損を外科的に作成後、MSにより欠損側に歯を移動させるモデルを確立し、MS,自家骨移植およびEMDの歯周組織
再生に及ぼす影響を評価した。欠損側へのMSの応用は可能で、自家骨移植とEMDの併用は自家骨移植単独よりセメント
質形成を伴う結合組織性付着が多く認められる傾向があった。以上のことより適切なMS、自家骨、EMDの併用は新たな
歯周組織再生療法のアプローチとなり得る可能性が示唆された。　

研究成果の概要（英文）： It is reported that enamel matrix protein derivative (EMD) enhances periodontal 
regeneration and an optimal mechanical stress (MS) has a positive effect on bone healing. One-wall 
intrabony defects were fabricated in bilateral mandibular premolars in beagle dogs, and the premolars 
were moved into the defects using orthodontic devices. The present study evaluated the effects of MS, 
autogenous bone grafting (AG) and EMD on periodontal regeneration in the experimental model. 
Consequently, tooth movement occurred without any complications and the AG and EMD treatment provided 
more favorable periodontal regeneration characterized by new attachment in the defects when compared to 
AG alone. These findings indicate that the MS, AG and EMD treatment may be a new approach in periodontal 
regenerative therapy.

研究分野：歯周病学
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１．研究開始当初の背景 
歯周病は歯周病原性細菌（プラーク）を主
因とする人類史上、最も有病率の高い感染症
の一つと認定されている。特に中等度以上の
慢性歯周炎患者では重度の歯周組織（歯肉・
歯槽骨・歯根膜・セメント質）破壊がみられ、
その 30-56%で病的歯の移動（Pathologic 
tooth migration: PTM）が存在する。これら
の病態に端を発する機能障害(咬合の不調和、
咀嚼機能の低下)および審美障害は著しく
我々の生活の質（QOL）の低下をもたらす。
また歯周組織欠損が残存するとプラークの
温床となる。さらに PTM の存在によりプラー
クコントロールが困難であるのみならず、歯
周組織破壊の修飾因子としての咬合性外傷
が誘発され、さらに口腔の健康維持に困難を
きたす。こうした悪循環を回避するためには
喪失した歯周組織と歯列不正の両者を回復
するべく効果的かつ確実な治療法の開発お
よびエビデンスの構築が強く望まれている。 
近年、重度歯周炎により失われた歯周組織
を再生すべく様々な歯周組織再生療法が試
みられている。しかし、多くの歯周炎患者に
おいて歯周組織の破壊のみでなく、病的な歯
の移動が既に認められる。こうした状況下で
の歯周組織再生療法の適応とその効果は不
明で、歯の整列を目的にメカニカルストレス
（MS）を利用する矯正治療も困難と考えられ
ている。 
 
２．研究の目的 
申請者はこれまで各種成長因子やエナメ
ル蛋白（EMD）を選択的に歯周組織欠損へ応
用することで良好な歯周組織再生が得られ
ることを報告してきた。また適切な MS は骨
芽細胞の分化や骨形成を促進することが報
告されている。そこで、本研究では EMD と矯
正力（MS）の利点を考慮し、選択的に利用す
るいわばバイオメカノエンジニアリングの
概念のもと、新たな歯周組織再生のアプロー
チを開拓し、さらに学術的エビデンスを構築
することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 ビーグル成犬において両側下顎前臼歯の
近心に１壁性骨欠損を外科的に作成した後、
矯正装置を用いた MS の応用モデルを確立す
る。その後、MS の欠損形態に対する影響およ
び自家骨移植後の MS による治癒効果、さら
に EMD を応用後の MS による歯周組織再生効
果を放射線学的および組織学的に評価・検討
する。 
 
４．研究成果 
 欠損側への MS の応用はやや歯の傾斜を伴
うものの、既存骨の吸収を促進することはな
く歯の移動を可能とし、さらに欠損部への自
家骨移植後、早期に MS の応用が可能で継時

的に欠損部の骨添加が促進されることが示
唆された（図 1, 図 2）。 

 
さらに EMDを外科処置時において併用するこ
とにより、非併用時よりセメント質形成を伴
う結合組織性付着が多く認められる傾向が
あった(図 3)。 

 
以上のことより適切な MS と EMD の併用は歯
の移動を損なうことなく歯周組織再生を促
す可能性が示唆された。 
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